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地質調査所では,研究発表会を年6回以上開催してい

ます.そのうちの1回は地質調査所研究講演会として,

主に一般の方々を対象に東京で行っています.当所の職

員をはじめ所外の方にも講演していただき,プロジェク

ト研究や社会的に注目されているテｰマ等について,最

新の研究成果や庸報を公表しています.本欄では,9月

13目に開催された研究講演会の概要,トピックスあるい

は会場の雰囲気等について紹介しようと思います.また

今後の予定についてもできるかぎり最新の情報をこのコ

ｰナｰで提供したいと考えています.

(地質調査所研究発表会運営委員会)

研究講演会r地球温暖化問題へのアプロｰチ｣

を開催して

東京での2回目の研究講演会を9月13目に石垣記念ホ

ｰル(三会堂ビル)で,(財)日本産業技術振興協会と共催

した.当目は,朝から台風による雨が激しく,参加者の

出足が心配されたが,定刻の午後1時には満席どたり,

講演テｰマヘの関心の高さが感じ･られた.講演内容は,

地質ニュｰス9月号に発表されているので,講演会の雰

写真1開会の挨拶をする地質調査所小川所長.

1991年11月号

囲気について報告する.

講演会は,日本産業技術振興協会清水専務理事およ

び地質調査所小川所長の挨拶の後に開始された.

最初の講演は,通商産業省の｢地球再生計画｣作成ス

タッフとして,また工業技術院の地球環境間題研究テｰ

マを総括されている富田地球環境技術企画官が,通産省

における取り組みを簡明に解説された.その中で,地球

環境問題が産業公害問題と根本的に異なるのは,国際的

た視点の不可欠であることを強調された.小川所長は,

地球温暖化を地球環境ツステムの中で位置付けられ,地

質調査所の研究テｰマタｰゲットを地球システムの解

明,環境影響評価,対策技術開発の三つの分野から論じ

られ,その総合化の重要性が主張された.地球物理学者

としての見識ある講演内容はアンケｰトでも好評で,講

演時間の短かったのが惜しまれた.東京大学理学部米

倉教授の特別講演では,第四紀学の研究成果を基に,地

球規模での気候変動の原因とその変化量について詳しく

解説された.最近の第四紀学研究成果の分かりやすい紹

介は,聴衆に大きな感銘を与えたことがアンケｰト結果

にも示されていた.海洋地質部の川幡博士は,太平洋に

おける物質循環テｰマを,白嶺丸によるホットな調査研

究成果として報告された.

休憩後の特別講演では,名古屋大学水圏科学研究所の

松本教授がIGBP(地球圏一生物圏国際共同研究計画)のコ

アプロジェクトPAGES(過去の気候変動研究計画)につ

いて解説された.松本教授は,地質調査所在職中に東京

湾堆積物の鉛同位体年代測定法の実用化によって,環境

汚染の定量的評価研究に新境地を開拓された.そして,

現在は同位体地球化学の手法を駆使して,地球規模での

環境変動研究の国際的たリｰダとして活躍されている.

豊富た経験とユｰモアを交えての講演には,多くの聴衆

が魅了された.海洋地質部の茅根博士は,二酸化炭素固

定法としてサンゴ礁生態系に注目し,独自の人と自然に

写真2講演する東京大学理学部の米倉教授.�
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優しい科学技術の開発を目指している.茅根博士のサン

ゴ礁研究は,地球環境問題が脚光を浴びる前から,米倉

教授の指導の基に行なわれてきた.そして,サンゴ礁の

基礎的た調査研究デｰタから展開したエコファクトリｰ

計画は,アンケｰトの感想で最も好評であった､大嶋首

席研究官は,第四紀の環境変動に対応しだから形成され

てきた日本列島の動植物相の生息環境因子から環境変動

の定量的評価を試み,地球温暖化の揚模とその影響量を

予測した.そして,地球環境変動を停止固定させること

より,変化する環境で生きぬくことの重要性が主張され

た.閉会の挨拶をされた佐藤次長は,自然環境について

の歴史的た視点からの認識と,地球システムとしての環

境変動の理解の上で対策技術が講じられなげれぼたらた

いと締め括られた.

講演会テｰマが製造業が直面する二酸化炭素排出削減

問題に直結するためか,地質調査所とはこれまで馴染み

の薄かった第二次産業関係の方次が,参加者の約半数を

占められていた.地質調査所の研究成果が,予想外の分

野で活用されることに驚きを禁じ得たかった.また,多

くの参加希望申し込みを会場座席数の制約で,お断わり

せざるを得たかったことを,紙上を借りて深くお詫びす

る.

会の開催に当たっては,特別講演を引き受けてくださ

った米倉教授,松本教授に深く感謝の意を表する.また,

会場でのアンケｰトにご協力頂いた方々に御礼申L上げ

ると共に,過分の好意的た感想に力付けられ,指摘され

た欠点は改善するたどして,研究発表会の充実した運営

に事務局一同努力することを誓い,今後]層のご支援を

願うものである.

(山口秀樹･研究発表会運営委員会事務局)

写真3講演会場を壊める聴衆.

毎地球環境問題へのアプロｰチは,様々た方法がある

ことを教えられました.企業サイドの姿勢はどうしても

防御あるいはビジネスという観点にとらわれすぎるの

で,このような地理学的,地質学的た切口は新鮮に思え

ます.また,サンゴ礁がこんたに活性状態があるものと

は思えませんでした.もっとPRをして地質調査所の研

究成果を世間に知らせ,活用してもらうことを考えるべ

きではないでしょうか.(金融)

毎日常,新聞やテレビの報道を見ているとある量の炭

酸ガスの放出=一定温度上昇のようだ錯覚を起こしてし

まいますカミ,講演会に出席して,そのようたメカニズム

は未だよく解っていたいこと,地球温暖化のための有効

た対策を講ずるためには,その前に地球自然システムの

正しい理解が必要であるということがわかり,大変有益

でした.(地質コンサル)

奪サンゴ礁･エコ･ファクトリｰの話し,興味を持ち

ました.サンゴ礁･エコ･ファクトリｰで有効な造成法

カミ見出たされれば,海洋建設機械の開発や海洋日ホット

の開発等,日本の得意た分野での国際貢献も可能にたる

のでは….'..(サｰビス)

一参加者の感想より一

舎地球温暖化問題に関しては,各官庁関連の研究機

関,学会,業界団体等での講演会,研究発表会等カミ開催

されてきたが,それらのたかではもっとも実態に即し,

今後の考えるべき方向を正しく提言するという意味で,

最高レベルの講演会だったと思う.(建設)

令CO･排出等の問題は,現代工業化に伴う問題のみ考

えるべきでたく,地質学視点カミ必要と考えてましたの

で,貴所の今度の発表会は,タイミング良く,また,興

味のある内容でした.今後の問題としては,地質学的時

間の単位での変化を,人間の社会的尺度としての時間の

変化,1000年,100年単位との関係付け,植生による人

為的コントロｰル等々,さらに調査,研究の進展を希望

Lます.(鉱業)

㎡㌔〃ψ㌔'㌔'㌔(I^!㌔一■㌧'㌔■､^'､ノ角/㌔｡■㌦(口内ノ､ノ“(一(ノ㌔'へ''}へ■へ〆㌔

♂､

く平成4年度研究講演会予告ξ

㌧～

〆､

〉平成4年6月12日く

)〆

～;百壇記念ホｰル(東京){

/､

き!

冬一ガイアの贈物:地熱エネルギｰ開発(仮称)～

屯)

ぺ､･､ハ｡～～～へ^/げ･〈^^･･)､へヘベ･･)､へへへ･･)～､八､

地質ニュｰス447号�


